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Ａ. 研究目的 

本邦における同種造血細胞移植実施における同

種移植源の選択を含む移植医療に関するトレンド

およびアウトカムに与える影響に関して、アクテ

ィビティーおよびアウトカム情報に関する解析を

推進する。 

本邦のアクティビティーとアウトカムの解析結

果が適切に解釈できるために、国外の研究機関との

定義のハーモナイゼーションや移植アクティビテ

ィーの比較検討に関して積極的に参画する。 

 

Ｂ. 研究方法 

本邦で実施された同種造血細胞移植に関して、

「造血細胞移植および細胞治療の全国調査」にて

全国の医療機関により造血細胞移植ドナー情報、

レシピエントの基本、疾患、アウトカム情報が登

録される。本研究では、収集データの二次利用、

あるいは公表データを用いる。 

国外の研究機関との移植アクティビティーの比

較検討として、Worldwide Network of Blood and 

Marrow Transplantation（WBMT）の造血細胞

移植2018年までの件数調査を実施した。 

 

＜倫理面への配慮＞ 

「造血細胞移植および細胞治療の全国調査」は

共同研究機関を含めての一括倫理審査にて承認さ

れている。また件数調査は集計結果の取り扱いで

あり個別情報を取り扱わない。 

 

Ｃ. 研究結果 

・同種移植源の選択としては、非血縁者間臍帯血移植

は国外の動向と異なり、国内では変わらず実施件数が

多く移植成績は過去20年間において向上していること

が示されている。Post-transplant cyclophosphamide 

(PT-Cy)を用いた血縁者間HLA 半合致移植はその件数

が増えており、移植成績に関する評価が進んだ。 

・国外の研究機関との定義のハーモナイゼーションに

関しては、TMA 定義ハーモナイゼーション完了後、生

着不全定義の検討を実施しその成果を論文公表した。

国際長期生存者フォローアップガイドラインを更新し

論文公表した。 

・WBMT の造血細胞移植件数調査ではどのWorld 

Health Organization (WHO)地域においても 2007 年

から 2018 年までに造血細胞移植件数の増加が認めら

れており、全体として約 2倍の増加があった。移植種

類として、HLA一致同胞からの移植は、その増加が限

られてきており北米では直近で若干の減少がみとめら

れた。非血縁者間臍帯血移植は、アジア太平洋を除い

た地域では減少している。一方ですべての地域でハプ

ロ移植を含むその他血縁者間移植が増えていた。 

 

Ｄ. 考察 

本邦のアクティビティーとアウトカムの解析結果

が適切に解釈できるための、国外の研究機関との定義

のハーモナイゼーションとアクティビティー調査は、

きわめて重要である。 

 

Ｅ. 結論 

本邦のアクティビティーとアウトカムの解析結果

が適切に解釈できるための、国外の研究機関との定義

のハーモナイゼーションとアクティビティー調査は、

きわめて重要である。 
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